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◎詳しくは、「北海道農村新聞」（年間購読料 1,800 円・税込）をご覧ください。 

 お申し込み・お問い合わせは、道農連事務局（℡011-241-5416）まで。 

201９年(平成３１年)１月３１日発行（第７１号） 

第４６回定期総会の提出議案を決定／第７回執行委員会 

道農連は 1 月２４日、第７回執行委員会を開催し、２月１３日～１４日に開催する

第４６回定期総会に提案する２０１９年度運動方針などの議案と特別決議を決定した。 

 ２０１９年度の運動方針では、国内農畜産物を犠牲にした際限のない自由化を次々に

推し進め、家族農業や農協を崩壊させる制度・政策を断行する安倍農政に対峙すること

が求められるため、運動目標を「食糧主権を損なう貿易交渉を阻止し、生産現場置き去

りの農政改悪からの脱却と持続可能な農業・農村社会を取り戻す運動」とした。なお、

今年は道議選・知事選・統一地方選・参議院議員選挙が行われる年であり、組織の運動

に理解のある者を一人でも多く国政・道政に送り込むため、盟友各位の意思を一つにし

て農民政治力を結集することを決めた。  

また、重点課題と対策項目は、①国際貿易交渉に対する運動の強化、②「真の農政改

革」政策提言の実現運動の推進、③生産現場置き去りの官邸主導農政からの脱却、④生

産者の声が反映される政策実現に向けた農民政治力の結集の４点を掲げた。 

 さらに、総会の特別決議として、物品に止まらずサービス分野なども含む実質ＦＴＡ

交渉と言える日米貿易協定交渉について、ＴＰＰの合意内容以上の譲歩を米国から迫ら

れる危険性が高く、自動車を守るために国内農畜産物が犠牲になりかねないことから、

「農業・農村の崩壊につながる日米貿易協定交渉等に断固反対する特別決議」を提案す

ることを決めた。 

（※2018 年度運動の経過報告及び 2019 年度運動方針案等は道農連ＨＰに掲載しています。） 

１月の活動記録（上記以外） 

７日 勝部賢志参議院立候補予定者との政策 
協定調印 

 国際貿易協定・交渉に関する打合せ会議 
連合北海道新年交礼会 

１０日 三役会議 
１７日 書記長・事務局長会議 
    第２回役員選考世話人会 
    北海道たねの会役員会 
１８日 国際貿易交渉を考える道民会議幹事会 
２１日 会計監査 
２３日 第３回役員選考世話人会 
２４日 （一財）道農連会館理事会 
２８日 畜産クラスター事業及び楽酪事業等に係

る意見交換会 
２９日 畑作構造転換事業説明会 

２月の活動予定  
１日 農業関係者向け「消費税軽減税率制度」説

明会（札幌） 
４日 全上川農民連盟定期総会  
５日 道南地区農民連盟定期総会 

てん菜立会人代表者会議・高品質てん菜
づくり講習会（清水） 

６日 水とタネを考えるフォーラム（たねの会
主催） 

７日 空知農民連合定期総会 
   後志地区農民連盟定期総会 

 ８日 北見地区農民連盟定期総会 
    全十勝地区農民連盟定期総会 

釧根地区農民連盟定期総会 
地域情報交換会（でん粉） 

１２日 道農業再生協議会・水田部会 
１３日 道農連第 46 回定期総会（～14 日正午） 


